




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ｜ ↓ 》
》?》》《?
? ???????????? ?
?????????????? ?? ?
’
｜
’
参考文献
Eimerl979HelmutEimeI;IMmjhaJ･JgJaspa:Mate"臼"どnzuemeramaphje(たsJ4"壷
のゆa"A麺没怠rnimaJWiesbaden.
藤田1981藤田光寛「Byanchubbzahpo著『菩薩律儀儀軌』について」『密教文化』 141,pp､100-87.
藤田1983同「『菩薩律儀二十』について」『中川善教先生頌徳記念論集仏教と文化』同朋舎出版，
1983,pp,255-280.
藤田2000同「菩薩戒の受戒儀軌」『高木神元博士古希記念仏教文化の諸相』山喜房佛書林,pp､237-
249．
藤田2002同「Candragomin著く菩薩律儀二十〉とその注釈書2種一校訂テクストー」『高野山大学密教
文化研究所紀要』 15,pp.(1)-(131).
一島l990-島正真「『経集』における菩薩の魔事」『斎藤昭俊教授還暦記念論文集宗教と文化』こびあ
ん書房,1990,pp､337-356.
Hahnl999MichaelHahn,jhWZ召"な"”母蛇力@e"me"DharmaPublishing,Berkeley上
羽田野1987羽田野伯猷『チベット・インド学集成第一巻チベット篇』法蔵館．
石田2004石田批道「Kr§叩apddaの『入菩薩行論』理解について」『駒沢大学仏教学部論集』 35,pp.(55)-
（78)．
Lindtnerl982ChristianLindtne喝MgaJjUma"a.Copenhagenl982.
松本1987松本史朗「ボーデイバドラ」三枝充悪編『インド仏教人名辞典』法蔵館,pp.235-236.
Mimakil976KatsumiMimaki,LamfiJ"""動u《北肋々型e叱必姥Ima"e"Ce《たsChos"et必2℃u”
止血〃bme"麺"毎彪咋sCh"esParis.
望月l999望月海慧「デイーパンカラシュリージュニヤーナの『入菩薩初学道灯説示』について」（日本
宗教学会第58回学術大会配布資料)．
I
｜
三種の『三昧資樋論』について 81
望月2002同「デイーパンカラシユリージユニヤーナの『菩提道灯論細疏』和訳(5)」『身延論鍍』7，
pp､1-18.
望月2003同「デイーパンカラシユリージユニヤーナの『菩提道灯論細疏』和訳(6)｣r身延論叢』 8,
pp,1-45.
望月2005同「ラトナーカラシヤーンテイ『経集解説・宝明荘厳論』和訳(l)」『身延論叢』 10,pp､1-40.
望月2005b同「ボーデイバドラとアティシヤ」（日本宗教学会第64回学術大会配布資料).
望月2006同「BodhibhadraのSamadhisambharaparivartaについて」『印度学仏教学研究』 54-2,pp.
側-個・
望月2006b同「デイーパンカラシュリージュニヤーナの『法界見歌』について」『2006年韓国仏教学結集
大会論集』 （未刊)．
中村1978中村薫「華厳経に於ける魔について」『印度学仏教学研究』27-1,pp.124-125.
奈良1965奈良康明「サラハパーダ作ドーハー・コーシヤ（翻訳および研究ノート) (I)」『駒沢大学研
究紀要』24,pp.13-33.
Negil992RameshChandraNegi,AtiSaviracitaEkadaSagranthah,Sarnath.
大塚2001大塚伸夫『蘇婆呼童子請問経』に見られる初期密教修行者像について」 『密教学研究』33,
pp.37-74.
Sta@l-Holsteinl977BaronA.vonSta61-Holstein,"ek泳ﾘ壇papa""J･",repm,Tbkyo.
Tsering2004TberingDolkariAcaryaBodhibhadra-Kr"apada-ViracitauSamadhisalpbharapari-
vartau,Sarnath.
【キーワード】
Bodhibadra
K騨早apada
DHpamkaraSrIjianaSamadhisambharaparivarta
